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図4 年次別原因施設(1981-1991)
起因しているのかもしれない｡
データを示していないが,摂取場所についても
上記のことが反映されているようで,家庭内での
摂取が減少し,それに対して飲食店での摂取が増
加している｡
原因施設と病因物質について検討してみると,
飲食店 (30%前後)と旅館,仕出屋から発生して
いる｡とくに飲食店からはほとんど全ての原因菌
がある程度の頻度で検出されており,その中でも
比較的高頻度に検出されているものは V2'briopwa-
haemolyticus,Salmonelaspp,Staphylococcus
aureusなどである｡
原因食品と摂取場所との関係では魚介類は家庭,
病院,旅館,飲食店からが多く認められ,野菜類
とその加工品は家庭で摂取され食中毒の発生につ
ながっているようである｡複合調理食品は事業所,
学校,病院,飲食店などで摂取されていることが
示されている｡
6.細菌性食中毒における1件当たりの患者数
1件当たりの患者数については食中毒事件の規
模を推察する目的がある｡データを示していない
が,最近10年間で年度により変動があるもののほ
とんど大きな変化が認められないが,そのような
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細菌性食中毒の動向
中で個々の病因物質を見た場合,特に目につくこ
とはEschen'chiacoliで, 1件当たりの患者数は
毎年100人を越えている｡中でもとくに多い年度は
1982年の約347人,次いで1990年の323人である｡
これは学校給食による集団発生が大きな要因とな
っていることはいうまでもないことである｡その
他の菌種ではSalmonellasppが平均すると約30
-40人程度,Sh砂勿′lococcusaureusが約20-30
人,Vibn'opwahaemolytic裕 が30人前後となって
いる｡
結 語
1981年から1991年までの10年間の細菌性食中毒
の動向を検討した結果,それ以前と比較して,紘
体的には大きな変化は見られなかったが,それぞ
れの原因菌と原因施設,摂取場所において僅かな
変化が見られた｡
原因菌については Vibriopwahaemolyticusと
StaphylococcusauyleuSは以前として発生件数が
多いものの僅かながら減少傾向が見られた｡
原因施設と摂取場所において以前までは家庭で
での頻度が目についていたのだが,現在では外食
産業の普及により飲食店,仕出屋などから高頻度
に発生し,1981年から1991年までの動向でこの点
が大きな特徴ではないかと思われる｡
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